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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月9日(2017.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維性基材を含浸するための液体（メタ）アクリルシロップであって、前記繊維性基材
は屈折率ｎ１を有する長いガラス繊維からなり、前記含浸シロップは、
　ａ）（メタ）アクリルモノマー、
　ｂ）ｎ３≧ｎ１であるような屈折率ｎ３の少なくとも１つの構成成分
を含むことを特徴とし、前記（メタ）アクリルシロップは、ｎ１に近づく傾向がある屈折
率ｎ４、及び１０ｍＰａ．ｓ～１００００ｍＰａ．ｓ、好ましくは５０ｍＰａ．ｓ～５０
００ｍＰａ．ｓ、有利なことには１００ｍＰａ．ｓ～１０００ｍＰａ．ｓの動的粘度を有
する、液体（メタ）アクリルシロップ。
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【請求項２】
　前記液体（メタ）アクリルシロップが：
　ｃ）屈折率ｎ２の（メタ）アクリルポリマーを含むことを特徴とする、請求項１に記載
の液体（メタ）アクリルシロップ。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの構成成分ｂ）が：
　－前記総液体（メタ）アクリルシロップの少なくとも１０重量％、好ましくは少なくと
も１５重量％、有利なことには少なくとも２０重量％、より有利なことには少なくとも２
５重量％の割合で存在するスチレン－無水マレイン酸；又は
　－前記総液体（メタ）アクリルシロップの少なくとも１０重量％、好ましくは少なくと
も１５重量％、有利なことには少なくとも２０重量％、より有利なことには少なくとも２
５重量％の割合で存在するスチレン
　から選択されることを特徴とする請求項１又は２に記載の液体（メタ）アクリルシロッ
プ。
【請求項４】
　前記液体（メタ）アクリルシロップが：
　ａ）７０重量％～８０重量％の（メタ）アクリルモノマー、
　ｂ）２０重量％～３０重量％のスチレン－無水マレイン酸
を含むことを特徴とする、請求項１又は３に記載の液体（メタ）アクリルシロップ。
【請求項５】
　前記液体（メタ）アクリルシロップが：
　ａ）５０重量％～８０重量％の（メタ）アクリルモノマー、
　ｂ）１０重量％～２５重量％のスチレン、
　ｃ）１０重量％～２５重量％の（メタ）アクリルポリマー
を含むことを特徴とする、請求項１、２及び３の何れか一項に記載の液体（メタ）アクリ
ルシロップ。
【請求項６】
　前記液体（メタ）アクリルシロップが：
　ａ）５０重量％～８０重量％の（メタ）アクリルモノマー、
　ｂ）１０重量％～４５重量％のスチレン、
　ｃ）２．５重量％～３０重量％の（メタ）アクリルポリマー、
　ｄ）２．５重量％～３０重量％の、１０重量％～５０重量％のスチレンを含む（メタ）
アクリル－スチレンコポリマー
を含むことを特徴とする、請求項２又は５に記載の液体（メタ）アクリルシロップ。
【請求項７】
　前記液体（メタ）アクリルシロップが：
　ａ）５０重量％～８０重量％の（メタ）アクリルモノマー、
　ｂ）１０重量％～４０重量％のスチレン、
　ｃ）５重量％～３０重量％の（メタ）アクリルポリマー、
　ｄ）５重量％～３０重量％の、１０重量％～５０重量％のスチレンを含む（メタ）アク
リル－スチレンコポリマー
を含むことを特徴とする、請求項６に記載の液体（メタ）アクリルシロップ。
【請求項８】
　前記（メタ）アクリルポリマーが、メチルメタクリレート（ＭＭＡ）のホモポリマー若
しくはコポリマー又はこれらの混合物であることを特徴とする、請求項１から７の何れか
一項に記載の液体（メタ）アクリルシロップ。
【請求項９】
　メチルメタクリレート（ＭＭＡ）の前記コポリマーが、少なくとも７０重量％、好まし
くは少なくとも８０重量％、有利なことには少なくとも９０重量％、より有利なことには
少なくとも９５重量％のメチルメタクリレート（ＭＭＡ）を含むことを特徴とする、請求



(3) JP 2016-512272 A5 2017.4.13

項１から８の何れか一項に記載の液体（メタ）アクリルシロップ。
【請求項１０】
　前記（メタ）アクリルポリマーがコモノマーを含み、前記コモノマーが１～１２個の炭
素原子を有するアルキル基を含有するアルキルアクリレートであることを特徴とする、請
求項２から９の何れか一項に記載の液体（メタ）アクリルシロップ。
【請求項１１】
　前記（メタ）アクリルモノマーが、アクリル酸、メタクリル酸、アルキルアクリルモノ
マー及びアルキルメタクリルモノマー、並びにこれらの混合物から選択され、前記アルキ
ル基が１～２２個の直鎖、分岐状又は環状炭素を含有し；前記アルキル基が、好ましくは
１～１２個の直鎖、分岐状又は環状炭素を含有することを特徴とする、請求項１から１０
の何れか一項に記載の液体（メタ）アクリルシロップ。
【請求項１２】
　繊維性基材を含浸するための含浸方法であって、前記繊維性基材が長いガラス繊維から
なり、前記方法が、前記繊維性基材を、請求項１から１１の何れか一項に記載の前記（メ
タ）アクリルシロップで含浸する工程を含む含浸方法。
【請求項１３】
　前記繊維性基材を含浸する前記含浸工程が、閉じたモールド中で行われることを特徴と
する、請求項１２に記載の含浸方法。
【請求項１４】
　熱可塑性（メタ）アクリルマトリックス及び強化材として使用される繊維性基材を含む
透明ポリマー性複合材料であって、ここで前記繊維性基材は長いガラス繊維からなり、前
記複合材料は、前記熱可塑性（メタ）アクリルマトリックスが、請求項１から１１の何れ
か一項に記載の液体（メタ）アクリルシロップでプレ含浸された前記繊維性基材の重合後
に得られることを特徴とする、複合材料。
【請求項１５】
　以下の工程を含む、透明複合部品を製造するための方法：
　ａ）長いガラス繊維からなる繊維性基材を請求項１から１１の何れか一項に記載の液体
（メタ）アクリルシロップで含浸する工程、
　ｂ）前記繊維性基材を含浸した前記液体（メタ）アクリルシロップを重合する工程。
【請求項１６】
　工程ａ）の前記繊維性基材の含浸が閉じたモールド中で行われることを特徴とする、請
求項１５に記載の製造方法。
【請求項１７】
　前記方法が樹脂トランスファ成形及び注入から選択されることを特徴とする、請求項１
５又は１６に記載の製造方法。
【請求項１８】
　請求項１４に記載の複合材料で製造される、又は請求項１５から１７の何れか一項に記
載の製造方法を介して得られる透明な機械的部品又は構造部品。
【請求項１９】
　前記部品が、建設及び建築部品（ファサード、パネル、屋根）、自動車部品、船部品、
列車部品、スポーツ物品、飛行機又はヘリコプター部品、宇宙船又はロケット部品、太陽
光発電モジュール部品、風力タービン部品、家具部品、電話又は携帯電話部品、コンピュ
ータ又はテレビ部品、プリンタ又はコピー機部品である、請求項１８に記載の部品。
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